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群のみMHC　class　II発現が誘導された。　TLRsに応答したサ
イトカイン産生能はすべての群で発現の充進を認め、形態的
にも全群において肥満細胞から単球・Mφ系に変化すること
が判明した。
　【結論】　肥満細胞においてIFN一γは転写因子PU．1と協調
的にMHC　class　II発現を誘導することが確認された。
8．Calcitonin　gene－related　peptide（神経ペプチド）による
　　IL－10を介した実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎の抑制
（東京医科大学眼科学教室）
　　　　　　　　　　毛塚　剛司、慶野　　博、竹内　　大
　　　　　　　　　　臼井　嘉彦、竹内　　礼、山川　直之
　　　　　　　　　　臼井　正彦
　【目的】神経ペプチドの一種であるcalcitonin　gene－related
peptide（CGRP）で刺激後の腹腔マクロファージ（PEC）を用
いた実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎（EAU）の抑制機構を
検討する。
　【方法と結果】C57BL／6マウス由来のPECをCGRPとヒ
トIRBPの1－20残基から成る部分ペプチド（IRBP1－20）とと
もに培養した。そしてIRBP1－20でマウスに強化免疫するのと
同時に、培養PECを静脈内投与した。　CGRP（100　ng／ml）共
培養PEC注入群では、遅延型過敏反応は抑制され、　EAUの発
症が病理学的に軽減していた。また、CGRPと共培養する
PECにIL－10KOマウス由来のものを用いたところ、　EAUの
抑制は起こらなかった。
　【結論】CGRP（100　ng／ml）で共培養したPECはEAUを
軽減させ、マクロファージ由来のIL－10を介した抑制機構が推
測された。
9．小児救急疾患におけるIL－6迅速テストの臨床応用
（東京医科大学小児科学教室）
　　　　　　　　　　中村　美食、山中　　岳、河島　尚志
　　　　　　　　　　武隈　孝治、星加　明徳
（東京医科大学中央検査部）　　　　　　　　　　早川　瑞穂
び血液所見につき検討した。
　【対象】　けいれん性疾患25例（インフルエンザ脳症5例、
熱性けいれん9例、胃腸炎に伴うけいれん5例）。富士レビオ
IL－6迅速テストにより測定した血清IL－6と、白血球、　LDH、
CPK、　CRPを比較検討した。
　【結果】　白血球、LDH、　CPK、　CRPを3群問で比較したと
ころ、有意差は認められなかった。しかし、血清IL－6の値は
インフルエンザ脳症で明らかに高値であった。意識障害の遷
延時間、LDH、　CPK、血清IL－6では、重症例のほうが明らか
に高値を示した。血漿交換後に血清IL－6は著明に減少し、同時
に臨床症状も明らかに改善した。
　【結論】　血清IL－6迅速診断は、インフルエンザ脳症と他の
けいれん疾患の鑑別だけでなく、インフルエンザ脳症の重症
度判定や、治療効果判定にも有用であると思われた。
（特別講演）
ボスフォリパーゼCの生理機能
　　（東京薬科大学生命科学部　ゲノム情報学）深見希代子
　イノシトールリン脂質代謝系は、ホルモンの分泌、神経伝達
物質の放出、細胞増殖や分化などにおける細胞内情報伝達系
の一つである。この代謝系の要の酵素であるホスフォリパー
ゼC（PLC）は現在、哺乳類では12種類のアイソザイムが見
出されている。またPLCと構造が似ているにもかかわらず、
活性のないPLC様のタンパク質（PLC－Lタイプ）が存在す
る。我々は、PLC－Lタイプと進化的に最も古いデルタタイプの
遺伝子欠損マウスを網羅的に作製し、生理的機能を検討して
きた。PLC－L2は、　B細胞の分化には関与しないものの、　B細
胞刺激時の増殖性などの機能に関与する他、T細胞非依存的
な抗原に対する抗体の産生に関わることが明らかになった。
またPLCδ1遺伝子欠損マウスは、毛のないマウスとして生ま
れ、表皮幹細胞の分化異常によって皮膚癌を高頻度で誘発す
ることから、PLCδ1が分化の方向性の決定に重要な役割を担
う可能性が高いことが判明した。
インフルエンザ脳症を含むけいれん性疾患の血清IL－6値及
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